
地元の偉大な博士 - 伊藤圭介
～「おしべ」「めしべ」の名付け親～

当時、ここ尾張地区でも優れた医師が活躍して

いました。町医者だった「伊藤圭介」は、京都で

蘭学を学び、長崎で本草学を学びました。日本の

植物に関する知識の豊富さから、師事していた

シーボルトからも絶大な信頼を得ていました。

1850年に尾張藩初の種痘所を自宅に開き、

天然痘予防に尽力しました。明治維新後の

老年期には、日本人初の理学博士号を取得し、

植物の分類研究で多くの成果を残しています。

現在の名古屋大学医学部につながる西洋

医学講習所の創設にも大きく関わりました。
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